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　最後の欄に注目したい。ネフスキーは1937年i2月10日に解雇されている。しかもその解雇
決定は12月31日におりているのである。普通は解雇が決定され、それが執行されるのだが、
ここでは順序が逆になっている。しかも、ネフスキーは37年II月24日に処荊されているので、
彼らは死人を解雇処分にしたことになる。スターリン時代の愚劣さを日付の数字が雄弁に物
語っている。
　ネフスキーの罪状は次のようなものであった。
1東洋で｛動くスタッフを養成する学術機関に浸透、これらの機関の捲導者たちに
　接近し、反革命の目的で利用出来そうな人物をマークする。
2日本に勤務すべく養成されている人達の同様な（政治的性格の）データ、交友
　関係、素行を日本の諜報機関に承し、通報する。
3赤軍の状態、とくに空軍、国防企業の生産活動についてのスパイ資料を日本の
　諜報機関のために収集する。（27）
さらにネフスキーは次のように自白させられている。
　アベ（28）と連絡をとるために、1923年、私は特命を帯びてモスクワに到着した。プ
レトネル宅にたち寄ると、彼女はアベに電話をかけて、自宅に呼び寄せ、私たちにひ
きあわせた。（29）
　ここでいうプレトネルとはオレグ・プレトネル（大阪外国語大学、天理大学、神戸市外国
語大学などのロシア語教師であったオレストの弟）の未亡人である。ちなみにネフスキーは
1915年に来日し、1929年に帰国するまで～度もmシアやソ連に足を踏み入れたことはなかった。
　日本にいるネフスキーがモスクワでスパイ行為をしていたというのである。かくも根拠の
ない冤罪で、あれほどの大学者がむざむざ銃殺されたのである。
　内務省の人民委員部の光所員のガルカヴェンコとスレプネフ自身が195フ年の尋問の中で、
ネフスキーには彼のスパイ行為や他の反革命的な活動を示すいかなる証拠もなかったと告白
していた。さらにネフスキー一”を直立不動の姿勢で立たせた上で、間断なく尋問をくりかえし
たことを認めている。さらに、彼らの上司のゴルプは伯白を強要するために」逮捕者を半
殺しの目にあわせたことを認めている（3°｝。
5　死亡場所
　死の場所についても諸説があった。45年死亡説を信じた多くの人はシベリアのどこかの収
容所で命を落としたと思いこんでいた。
　たとえば、加藤九詐は次のように書いている。
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　逮捕されてから七年あまりの歳月がたっているが、その間シベリアのどこかの収容
所にいたのであろう。本より重いものを持ったことのない痩身のネフスキーができた
ことは、せいぜい風呂たきか便所掃除くらいのものだったと思われる。（3D
　真相をあきらかにしたのはエレーナ・ネフスカヤである。董996年、エレーナ・ネフスカヤ
の季記聴親について」の増補・改訂版が『ペテルブルグの東洋学　第8巻雲に採録された。
そこには1937年H月24日について次のような記述が追加されている。
KGBの地下室の下水管からネヴァ河に愈が大量に流出し、小船で廠を散らしたとい
う。（32）
　これ以上のことは書かれていないが、ネフスキーがシベリアではなくレニングラードで銃
殺された可能性が示唆されている。エレーナ・ネフスカヤに尋ねると、レニングラードで殺
されたと思うと答えてくれた。遺体はどうしたのか。
　1998年にサンクト・ペテルブルグで『レニングラードの殉教者列伝　1937－1938年　第3
巻』（33）がでた。1937年H月に殺害された人達の名簿と略歴を記したものである。これは1990
年玉月IO日から『夕：刊レニングラード』（『夕刊ペテルブルグ』）に連載された粛清された人た
ちのリストを改訂増補したものである。そこにはネフスキー夫妻の略歴も記されていて、エ
レーナ・ネフスカヤが簡単な伝記を書いている。
　テロルの犠牲となった数千の遺体は合同墓地に埋葬された。それらの墓地のうちもっとも
巨大な墓地のひとつにペテルブルグ郊外のレヴァショフスカヤ・プスタシがある。エレーナ・
ネフスカヤはそこにネフスキー夫妻が葬られられている可能性が高いという。
　加藤九詐のエレーナ・ネフスカヤ訪問記（34）を読んでいた私は、どうしてもネフスキーが
葬られた可能性が高いレヴァショフスカヤ・プスタシを見ておきたかった。ペテルブルグか
ら30キロのところにあるという。一人で出かけるつもりでエレーナ・ネフスカヤに最寄りの
バス停と道順を教えてもらった。
　隣差の関係か朝4時頃に目がさめたが、土曜日なのであまり早くおきてもしかたがないの
で、9時にレストランで朝食をとり、ホテルの部屋にもどると電話のベルがなった。受話器
をとると、エレーナ・ネフスカヤさんだった。娘婿のミーシャが以前からの約束を断って、
車で案内してくれるという。昼間なので一人で大丈炎だからと、断ったがすでに約束はキャ
ンセルしたからと説得されて、一時間後にロビーで待ちあわせることになった。
　10時45分、時間通りにミーシャが迎えにきてくれた。彼の車でペテルブルグを北上する。
監獄の側をとおり、ネフスキーが掬留されていたKGBの建物（通称ボリショイ・ドーム）を
左手にのぞみながらレヴァショーヴォにむかった。緑の板塀がみえてきた。広さ9ヘクター
ルにおよぶといわれる内務省人民委員部の集団墓地である。レヴァショフスカヤ・プスタシ
は1989年までは歴史の閣にしずんでいた場所であった。
　緑の板塀の門の前にはギロチンにかけられた人の彫像が見える。そこにはFOCT（全ソ国
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家規格）と書いてあるのが、目につく。中にはいると、管理事務所があったが、そこへは寄
らず、集団墓地にむかう。大きな墓穴をほってそこにうめたので、だれがどこにうめられて
いるのかわからない。それでも肉親がお墓を建てたのだろうか、十字架が散見される。ロシ
ア正教会の慰霊碑、ポーランドの慰霊碑、ベロルーシ・リトワニアの慰霊碑、インゲルマン
ランド・フィンランドの慰霊碑、ユダヤの慰霊碑、ドイッの慰霊碑などが目につく。写真や
花も飾ってあった。思わずカメラのシャッターをおろしていると、管理人が現れ、入場許可
をとっているのかと詰問された。ここが秘密の遺体処理場であったことは周知の事実で今更
何を問題にするのかと思ったが、ここには同郷の日本入も葬られているから、お参りにきた
のだといった。すると、了解したのか、それ以上は何も雷わなかった。
　管理棟の博物室に入り、そこでレヴァシ3フスカヤ・プスタシは1937年から1954年までの
間に銃殺された人達の秘密の墓場として用いられていたこと、ここには46771入の人が葬られ
ていることを知った。そのうち政治的な犠牲者は40485人だという。そのうち、ネフスキーの
ように1937年に銃殺されたのは、18719人だという。さらに、ネフスキーが銃殺された11月24
Hだけで、695入の人が殺されたという。
　ちなみに『レニングラード殉教者列伝　1937－1938年』の表と裏の扉を飾っている写真は
レヴァショフスカヤ・プスタシの緑の板塀である。
　　　　MeCTO　pacnOflo》KeHns
Jle腿鳳oBcKoro　MeMoP黙細bHoro殿a双6脚a
レヴァショフスコエ記念墓地の所在地
80
大阪外国語大学論集第23号（2000年）
　　エレー一ナ・ネフスカヤ
2000年2月29日　筆者撮影
ギロチンを型どった記念碑
　　　　筆者撮影
ロシア正教徒の慰霊碑
　　　筆者撮影
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6　終わりに
　ネフスキーの事件はスターリンの粛清という氷山の一角である。家と職場以外ほとんどど
こにも行ったことのないネフスキーが日本人に「バルチック艦隊の戦闘能力についてスパイ
の材料を提供」したとでっちあげられた。
　冤罪でネフスキーは殺されたが、彼の遺産の多くは本務研究所であったレニングラードの
東洋学研究所に移され、現在も保管されている。
　60年代になってネフスキーの学術遺産の検討が始まった。彼は多くのものを公刊せずに逝っ
てしまった。ロシアでは3．n．ゴルバチョワの尽力で『西夏文献学』2巻が嚢960年に出版され、
1962年にはそれに対しレーニン賞が贈られている。これは、それ以後ネフスキーの遺稿が出
版される契機となった。西夏学者としてのネフスキーを活写したE．X．クイチャーノブの『文
字のみが語る』（35）が1965年に出た。日本でも岡正雄がネフスキーの論文や手紙をまとめ、『月
と不死』（1971年、平凡社）として公刊した。1972年にはRJX．グロムコフスカヤがネフスキー
の遺稿を『アイヌのフォークロア』（36｝として出版した。1978年には犀宮古島のフォークロ
ア』（37）、1981年には『曹語の方言資料　北部曹語方言辞諭（38）が死後出版された。
　彼の生誕100周年を記念して『永遠のガラスの上に……ニコライ・ネフスキー、翻訳、研
究、伝記資料』が単行本の形でモスクワから患版されるはずであった。責任編集者であった
グロムコフスカヤが1994eel2月に病死したことから、単行本ではなく『ペテルブルグの東洋
学　第8巻』の中に「ネフスキー特集」として組み入れられ、1996年にペテルブルグで出版さ
れた。
　表題はネフスキーが愛した詩人O．E．マンデルシタムの詩『石』からの一節で、ネフスキー
の生の痕跡が永遠のガラスの上にはきかけた患やそのぬくもりが今も残っていることを暗示
している。
　関係者の話では充分な校正がおこなわれなかったらしい。ネフスキーの日本語論文の翻訳
者の氏名も実際に翻訳をおこなった人のものとはなっていないという（たとえば、「オシラ様
信仰に関する様々の入宛の手紙」はA．M．カバノブが露訳を担当したが、　A．H，メシチェリャコ
フの名前になっている）。また、JleqeHHe　60ne3HR（病気の治療）はもともとロシア語で書か
れたテクストであるが、日本語から翻訳したかのような注がふされている。
　とはいえ、不備を考慮にいれてもネフスキーの労作を世に出したことは、いくら評価して
もしすぎることはない。H本からも多くの研究者が出版資金を援助したという。
　しかし、この本もネフスキーが耕学においてなした貢献を全面的にカバーするものではな
い。多くの遺稿が出版を待っている。
　ネフスキーは自分の調査に没頭し、後継者を養成するひまがなかった。ロシア科学アカデ
ミー東洋学研究所副所長のBM．アルパートフによれば、1929－37年代に石浜純太郎に宛てた
ネフスキーの手紙は草書体なので今では誰も読めないという。（39＞
　今園はふれることができなかったが、東洋学研究所に残るネフスキーの遺稿は日本、アイ
ヌ、宮古島、琉球、八重鋤、台湾の曹族、酉夏、中国、チベットなどをカバーするものであ
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る。まさに一人で十入分の仕事をした巨人といえよう。ネフスキーのようなきわめて多面的
な学者を一人でとらえることは難しい。共嗣研究の必要性を痛感している。
附記
　今回の調査旅行は、大阪外国語大学の教育改善費によるものであり、ペテルブルグ出張の
機会を与えてくださった赤木攻学長はじめ関係者の方々に御礼を申しあげる。また、ロシア
での調査に便宜をはかって下さったネフスキーの遺兜エレーナ・ネフスカヤさん、エルミター
ジュのタマーラ・ウスペンスカヤさん、ペテルブルグ大学のルイごン先生、東洋学研究所の
クイチャーノブ先生（所長）、ゴレグリヤド先生、同古文書部のプチンツェヴァさんに心から
御礼申しあげる。
（1）加藤九詐9天の蛇　ニコライ・ネフスキーの生涯霧河出書房新社　1976年。
’（2）月．JI．FpoMKoBcKasl，　E．　X．KsiqaHoB．｝｛軽Ko∬a首A∬eKca瓢poB四He8cK涌．　M．，1978．
（3）　TaM）Ke．　C。8．
（4）　TaM　）－ce．　C．9．
（5）　1’ocy双aperBeHHslR　apxHB翻poc∬aBcKo鍾0611acTli　（艮a月ee－rA510．）．　〔褻．230，0n．　10，几　72，
（6）　FA510．Φ．230，　0R．　ll，　n．330，∬．23306．
（7）rAAO．Φ．419，0ロ．1，　A．101，　n．82－83．
（8）　rA又0．φ，230，0il，11，几330，　n．16806．
（9）　rMO．φ．230，0n．　Il，几　330，　JL　16506－166．
（10）　FA又0，φ．230，0n．　11，　n．330，∬．9406－95．
（11）rA只O．φ．642，0n．3，　k．1326．
（12）rA∬0．　JI．　II．　1”poMKoBcKas｛，　E　PL　IくbNaHOB．　yKa3．　KH．　C．12．
（13）　FA510．Φ，230，　0H．2，　A．41正9．
（14）rA∬0．Φ．642，0R，3，　A．1016．
（！5）　FA」月【O．φ．230，　0H．2，八．4666．
（16）H．A．　HeBcKnk．　TaHry［rcKaAΦ糖o∬or湖．　VaccReAeBaHne　H　cπoBapb　B　llBYx　KHiil’ax．1くH．　L　1960．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83
　　　　　　　　　　二澱ライ・アレクサンドロヴ〈チ・ネフスキーをめぐる籍事実
（17）岡碕精郎「ニコライ・A・ネフスキー氏の業績と生涯」糠徳333号、懐徳裳堂友会　正962年　61貰。
（18）HapoAbl　A3MK　st　AOppuKM．1990．及）。5．　C．98
（至9）TaM》Ke．　C　8．
（20）江原光太fネフスキー夫妻の悲劇一磯子・ネフスカヤの幻影を追って一」9えうゐS1975年　翻刊
　　号　北海道大学文学部ロシア文学研究室　54頁。
（21）米村正一「ニコライ・ネフスキー夫妻の手紙」鞠謝1967年12号　岩波書店　20頁。
（22）　E．H．HeBcKax．　O　poAHTenfix．〃BocToK．　1992．　M．5．　C．93．
（23）　TaM）Ke．
（24）Ileτep6yprcKoe　BocToKeBeMeHKe．　Bhlil．、8，　C．537．
（25）米村正一、前掲論文。
（26）BocτOK，　C．94．
（27）TaM）Ke・
（28）アベにっいては次の論文を参照されたい。桧山真一fネフスキーと鞠本諜報機関のスパイ9アベ3
　　e月刊百科8S　1995年　平凡社。
（29）BOCTOK．　C．94．
（30）　TaM）Ke．　C．96．
（3i）加藤久詐『天の蛇』　河出書房新社　197碕三288頁。
（32）EH．HeBcKa月．　O　poAHTeJlfix．〃fleTep6yprcKee　BocToKoBeAeHHe．　Bbm．8．　CaHKτ一ReTep6ypr．！966．　C．　539．
（33）JleHHHrpaAcKffX　MapTvapollor　i　937－1938．　T．3．CaHKT－HeTep6ypr．1998．
（34）ちなみに、加藤の論文ではレワショフスキー・プスティシュとミスプリされているが、正しくはレ
　　ワショフスカヤ・プスタシ。加藤九詐「エレーナ・ネフスカヤ著匿筒親についてsをめぐって」「創
　　価大学人文論集」　1998fflO号　282頁。
（35）E．K．KbillaHoB．3BygaT　AMmb　fincbMeHa．　M．，1965．
（36）H．A．　HeBcK磁，　A貢HcK磁Φo∬bK虹op．　M，1972．
（37）H．A．　He8cKHb．ΦoAbbcflop　ocepoBoB　MueK◎．　M，1978．
（38）H．A．　HeBcK麟．　Maτeplialbl　rro　roBopaNf　A3hlKa　lloy．　C船βapも遡a溺eKTa　ceBepHb：x疑oy．　M．，1981．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84
大阪外国語大学論集第23号（200⑪年）
（39）B，M．A翔ほaTo8．｝1銃Ko涯a益AneKaHApoB田HeBcK磁．
　　　諏騒TepaTypb玉陸∬3ts蓋Ka．　T．52，　N6．8．　至993．　C．8L
1！BecT聞K　MocKoBcKoro　y班且Bepc紅TeTa．　Cep朋
（2000．4．14受理）
85
